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１.死後の共同性を誰がどう保障するのか 

―現代社会における墓の多様化と意義 

                        小 谷  み ど り  

１ ． は じ め に  

日 本 で は 、 人 が 亡 く な っ て 以 降 の こ と は 、 家 族 や 子 孫 が 担 う べ き と さ れ て き

た 。例 え ば お 墓 は 、慣 習 に 従 っ て 祖 先 の 祭 祀 を 主 宰 す べ き 者 が 継 承 す る と 、民 法

で 規 定 さ れ て い る 。慣 習 と は 誰 か 、ま で は 法 律 に は 明 記 さ れ て い な い が 、多 く の

人 は 、長 男 が お 墓 を 継 承 す る と 思 い 込 ん で い る 。「 次 男 や 三 男 は 新 し く お 墓 を 建

て な け れ ば な ら な い 」「 結 婚 し た 娘 は 一 緒 の お 墓 に 入 れ な い 」な ど と 思 っ て い る

人 も 少 な く な い が 、 公 営 墓 地 や 民 間 霊 園 で は 、 一 緒 の お 墓 に 入 れ る 人 の 範 囲 に

つ い て「 ６ 親 等 内 の 親 族 、配 偶 者 、3 親 等 内 の 姻 族 」と し て い る の が 一 般 的 で あ

る 。  

そ も そ も「 ○ ○ 家 の 墓 」の よ う に 、子 々 孫 々 で 同 じ 墓 石 の 下 に 遺 骨 を 安 置 す る

よ う に な っ た の は 、 火 葬 が 普 及 し て か ら の こ と だ 。 厚 生 労 働 省 『 衛 生 行 政 報 告

例 』に よ れ ば 、今 で こ そ 火 葬 率 は 99.9％ を 超 え て い る が 、1970 年 に は 79.2％ だ

っ た の で 、50 年 前 に は 5 人 に １ 人 は 土 葬 さ れ て い た 計 算 に な る 。子 々 孫 々 が 同

じ 墓 に 埋 蔵 さ れ 、 継 承 、 管 理 す る 家 墓 に は そ れ ほ ど 長 い 歴 史 が あ る わ け で は な

い （ 写 真 １ ）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

     写 真 １  個 人 墓 ・ 夫 婦 墓 と 、 家 墓 が 混 在 し て い る 墓 地 （ 2019 年 撮 影 ）  

 

 そ こ で 本 稿 で は 、 ま ず 墓 の 多 様 化 の 背 景 に あ る 社 会 の 変 化 や 人 々 の 意 識 を 概

観 し た う え で 、 死 後 の 共 同 性 の 可 能 性 に つ い て 考 察 し た い 。  
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２ ． 墓 の 多 様 化 に 影 響 を 及 ぼ す 社 会 の 変 化  

（ １ ） 核 家 族 化 の 進 展  

わ が 国 で は 、 墓 と 家 は 深 く 結 び つ い て き た 。 し か し 家 族 の か た ち や 居 住 形 態

が 変 化 す れ ば 、お 墓 の あ り 方 も 変 わ る 。実 際 、戦 前 か ら 戦 後 の 復 興 期 ま で は 、日

本 の 平 均 世 帯 人 員 数 は 5 人 前 後 で 推 移 し て い た が 、1950 年 以 降 、急 激 に 減 少 し

て お り 、 1992 年 に は 3 人 を 下 回 り 、 2019 年 に は 2.39 人 と な っ た （ 図 表 １ ）。  

 

  図 表 1 平 均 世 帯 人 員 数 と 世 帯 数 の 年 次 推 移  

  

資 料：1985 年 以 前 は 厚 生 省 大 臣 官 房 統 計 情 報 部「 厚 生 行 政 基 礎 調 査 」、1986 年 以 降 は 厚 生 労 働 省「 国

民 生 活 基 礎 調 査 」  

注 ： 1995 年 は 兵 庫 県 、 2011 年 は 岩 手 県 、 宮 城 県 及 び 福 島 県 、 2012 年 は 福 島 県 、 2016 年 は 熊 本 県 を

除 い た 数 値  

 

ま た 厚 生 労 働 省『 国 民 生 活 基 礎 調 査 』に よ れ ば 、 65 歳 以 上 の 人 が い る 世 帯 の

う ち 、 三 世 代 同 居 の 割 合 は 1980 年 に は 50.1％ と 半 数 を 占 め て い た が 、 1990 年

に は 39.5％ 、 2019 年 に は 9.4％ に ま で 減 少 し て い る （ 図 表 2）。  

当 時 の 厚 生 省『 昭 和  53 年 版 厚 生 白 書 』に は 、「 老 親 と 子 の 同 居 は 我 が 国 の 特

質 で あ り 、 諸 条 件 が 整 え ば 、 そ れ は 核 家 族 に は な い 家 庭 機 能 の 安 定 に 寄 与 す る

と と も に 、 同 時 に 老 人 に と っ て も 生 き が い と 安 心 に つ な が る も の で あ る 」 と の

記 述 が あ り 、 高 齢 者 の 半 数 が 三 世 代 同 居 だ っ た 時 代 に は 、 三 世 代 同 居 は 日 本 の

「 特 質 」 で あ る と 考 え ら れ て い た こ と が う か が え る 。  

昨 今 で は 高 齢 者 の 半 数 以 上 は 、夫 婦 の み か 、ひ と り 暮 ら し で あ る が 、図 表 ２ で
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分 か る よ う に 、 三 世 代 同 居 の 割 合 は 減 少 し て き た と は い え 、 高 齢 者 の 世 帯 数 自

体 は 増 加 し て い る た め 、三 世 代 同 居 の 世 帯 数 の 減 少 が 顕 著 に な る の は 2000 年 以

降 の こ と で あ る 。2019 年 の 単 独 世 帯 数 は 、2000 年 に 比 べ て 2.5 倍 、夫 婦 の み 世

帯 は 2 倍 近 く に 増 加 し て お り 、 こ こ 10 年 間 の 変 化 が 大 き い 。  

 

     図 表 2 65 歳 以 上 の 者 の い る 世 帯 の 世 帯 構 造 の 年 次 推 移  

 

資 料 ： 図 表 １ と 同 じ  

一 方 、 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 の 『 地 域 人 口 移 動 に 関 す る 調 査 』 に よ

れ ば 、 現 在 の 居 住 地 が 出 生 地 と 同 じ 人 の 割 合 は 、 1976 年 に は 51.1％ だ っ た の

が 、 1986 年 に は 30.3％ 、 2011 年 に は 10.7％ と 大 き く 減 少 し て い る 。  

つ ま り 戦 後 、 日 本 の 世 帯 数 が 増 加 し て き た の は 次 男 以 下 に お い て 核 家 族 化 が

進 行 し た か ら で あ っ て 、長 男 は 結 婚 し て も 親 と 同 居 す る と い う 三 世 代 同 居 の「 特

質 」 は 、 1980 年 前 後 ま で は 存 続 し て い た と 、 こ こ か ら も い え る 。  

現 に 、統 計 数 理 研 究 所 の『 日 本 人 の 国 民 性 調 査 』に よ れ ば 、「 子 ど も が な い と

き は 、 た と え 血 の つ な が り が な い 他 人 の 子 ど も で も 、 養 子 に も ら っ て 家 を つ が

せ た 方 が よ い と 思 い ま す か 」と い う 質 問 に 対 し 、「 つ が せ る 」と 回 答 し た 人 は 1953

年 に は 74％ い た が 、 1973 年 に は 36％ に ま で 減 少 し た も の の 、「 場 合 に よ る 」

（ 17％ ）を 加 え る と 、養 子 縁 組 に ネ ガ テ ィ ブ で は な い 人 が 過 半 数 を 占 め て い た 。

2013 年 に は 「 つ が せ る 」 は 20％ で 、「 場 合 に よ る 」（ 17％ ） を 合 わ せ て も 、「 つ
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が せ な い 」 57％ を 大 き く 下 回 っ て い る 。  

こ れ ら の こ と か ら も 、 家 意 識 自 体 も 1980 年 前 後 ま で は 歴 然 と 残 存 し て お り 、

そ の 意 識 に 支 え ら れ 、 土 葬 か ら 火 葬 へ の 転 換 に 伴 っ て 、 家 意 識 の 象 徴 と し て の

家 墓 が 普 及 し て い っ た こ と が 分 か る 。し か し 前 述 の よ う に 、1980 年 以 降 は 高 齢

者 の 核 家 族 化 が 進 ん で き た と は い え 、 長 男 は 三 世 代 同 居 す る と い う 意 識 や 慣 習

は 継 続 さ れ て き た た め 、「 老 後 は 子 ど も と 関 係 な く 暮 ら す 」と い う ラ イ フ ス タ イ

ル が 当 た り 前 に な る の は 2000 年 以 降 の こ と で あ る 。子 々 孫 々 継 承 す る こ と を 前

提 と し て き た お 墓 の あ り 方 や 、 お 墓 に 対 す る 価 値 観 そ の も の に も 大 き な 変 化 が

み ら れ る よ う に な っ た の は 、 世 帯 数 の 上 で も 三 世 代 同 居 の 減 少 傾 向 が 顕 著 に な

っ た こ と に 起 因 し て い る 。  

 

（ ２ ） 死 亡 年 齢 の 高 齢 化  

 墓 の あ り 方 に 影 響 を 与 え る も う 一 つ の 背 景 は 、 死 亡 年 齢 の 高 齢 化 で あ る 。 65

歳 以 上 の 人 が い る 世 帯 の う ち 、三 世 代 同 居 率 が 半 数 と な っ た 1980 年 に は 、80 歳

以 上 で 亡 く な っ た 人 は 、 男 性 が 全 男 性 死 亡 者 の 22.3％ 、 女 性 が 全 女 性 死 亡 者 の

36.9％ し か い な か っ た（ 図 表 ３ ）。し か し 2000 年 以 降 、そ の 割 合 が 急 増 し 、2000

年 に は 男 性 33.4％ 、女 性 56.3％ だ っ た の が 、2019 年 に は 男 性 54.0％ 、女 性 75.8％

に ま で 上 昇 し た 。2019 年 に 亡 く な っ た 女 性 の う ち 、90 歳 以 上 で 亡 く な っ た 人 は

40.5％ と な っ た 。  

 

   図 表 ３  80 歳 以 上 、 90 歳 以 上 で 死 亡 し た 人 の 割 合  

 

資 料 ： 厚 生 労 働 省 『 人 口 動 態 統 計 』  
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 90 歳 以 上 で 亡 く な っ た 人 の 多 く は 、一 人 暮 ら し か 、夫 婦 二 人 で 暮 ら し て い た

人 た ち だ 。 高 齢 者 の 核 家 族 化 が 当 た り 前 に な り 、 死 亡 年 齢 の 超 高 齢 化 が 進 ん だ

2000 年 以 降 、子 々 孫 々 で の 継 承 を 前 提 と し て い た 墓 は ど う な っ て き た の か 、ま

た 今 後 、 ど う な っ て い く の だ ろ う か 。  

 

３ ． 2000 年 以 降 の 墓 を め ぐ る 動 き  

（ １ ） 改 葬 件 数 の 増 加  

 1990 年 に 当 時 の 総 理 府 が 20 歳 以 上 の 男 女 を 対 象 に 実 施 し た 「 墓 地 に 関 す る

世 論 調 査 」 で は 、 お 墓 に 一 緒 に 入 る 人 は ど う い う 人 が 望 ま し い か と い う 複 数 回

答 を 求 め る 質 問 に 対 し 、「 配 偶 者 」（ 86.8％ ）、「 子 ど も 」（ 71.0％ ）が 圧 倒 的

に 多 く 、「 自 分 の 両 親 」（ 47.6％ ）や「 配 偶 者 の 両 親 」（ 30.3％ ）を 大 き く 上 回

っ て い た 。 す で に こ の 頃 に は 、 意 識 の 上 で 墓 の 核 家 族 化 が 進 ん で い た こ と が 分

か る 。  

ま た 自 治 体 が 運 営 す る 公 営 墓 地 で は 、 市 民 で あ れ ば 誰 で も 入 れ る 共 同 墓 の 設

置 が 相 次 い で い る 。全 国 で 最 初 に 公 営 の 共 同 墓 が 設 置 さ れ た の は 、 1983 年 に 完

成 し た 横 浜 市 の 日 野 公 園 墓 地 だ が 、1990 年 に 大 阪 市 設 瓜 破
う り わ り

霊 園 、1998 年 に は 東

京 都 の 小 平 霊 園 、2002 年 に は さ い た ま 市 の 思 い 出 の 里 市 営 霊 園 、2003 年 に 市 川

市 の 市 川 市 霊 園 な ど に 合 葬 墓 が 設 置 さ れ 、こ こ 数 年 で は 、2013 年 に 千 葉 市 の 桜

木 霊 園 、 2014 年 に 那 覇 市 の 識 名
し き な

霊 園 、 2015 年 に 郡 山 市 の 東 山 霊 園 、 2016 年 に

広 島 市 の 高 天 原
た か ま の は ら

墓 園 、2017 年 に 明 石 市 の 石 ケ 谷 墓 園 、塩 尻 市 の 東 山 霊 園 、2018

年 に 神 戸 市 の 鵯
ひよどり

越
ご え

墓 園 、宝 塚 市 の 宝 塚 す み れ 墓 苑 、弘 前 市 の 弘 前 霊 園 、諏 訪 市

の 角 間 新 田 墓 地 、 安 曇 野 市 の 穂 高 墓 地 公 園 、 2019 年 に は 川 崎 市 の 緑 ヶ 丘 霊 園 、

2020 年 に は 松 本 市 の 中 山 霊 園 、2021 年 に は 福 岡 市 の 平 尾 霊 園 、八 戸 市 の 東 霊 園

で も 設 置 さ れ る 。  

北 海 道 で は 、 1989 年 の 札 幌 市 を 皮 切 り に 、 2012 年 に 小 樽 市 、 2013 年 に 北 見

市 、網 走 市 、2015 年 に 千 歳 市 、北 広 島 市 、恵 庭 市 、知 内
し り う ち

町 、江 別 市 、2016 年 に

根 室 市 、 八 雲 町 、 小 清 水 町 、 2017 年 に 美 幌 町 、 苫 小 牧 市 、 白 老 町 、 岩 見 沢 市 、

士 別 市 、訓 子 府
く ん ね っ ぷ

町 、倶 知 安
く っ ち ゃ ん

町 、東 川 町 、七 飯
な な え

町 、2018 年 に 旭 川 市 、福 島 町 、2019

年 に 大 空 町 、深 川 市 、浦 河 町 、2020 年 に 興 部
お こ っ ぺ

町 な ど 、多 く の 自 治 体 が こ こ 10 年

以 内 に 合 葬 墓 を 設 置 し て い る ほ か 、東 神 楽 町 で は 2021 年 中 の 供 用 開 始 を 予 定 し

て い る 。  

神 戸 市 が 2018 年 に 約 2 億 円 を 投 じ て 作 っ た「 鵯 越
ひよどりごえ

合 葬 墓 」は 、当 初 は 50 年

間 で 1 万 体 を 収 蔵 す る 計 画 だ っ た も の の 、 応 募 数 が 申 し 込 み 開 始 か ら 3 週 間 で
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3,169 件 に 達 し 、 う ち 6 割 は 生 前 申 し 込 み だ っ た 。 2015 年 に 市 が お こ な っ た モ

ニ タ ー ア ン ケ ー ト 調 査 で は 、 墓 を 将 来 も 維 持 し よ う と 考 え て い る か と い う 質 問

に 対 し 、「 継 承 者 が い な い の で 、墓 じ ま い を 考 え て い る 」（ 11.2％ ）、「 継 承 者 は い

る が 、 墓 じ ま い を 考 え て い る 」（ 13.7％ ）を 合 わ せ る と 、 24.9％ が 継 承 者 の 有 無

に 関 わ ら ず 、 墓 じ ま い を 考 え て い た 。 生 前 申 し 込 み が 6 割 に の ぼ っ た 点 も 、 お

墓 の 将 来 的 な 維 持 管 理 に 不 安 を 覚 え た 墓 じ ま い 需 要 が 少 な く な い と 思 わ れ る 。  

2013 年 に 合 葬 墓 の 供 用 を 開 始 し た 網 走 市 で は 、2015 年 以 降 、合 葬 墓 の 申 込 者

の「 生 前 」枠 を「 焼 骨 」枠 が 上 回 っ て い る 。「 焼 骨 」枠 の 申 請 は 、ほ と ん ど が 先

祖 の 墓 か ら の 改 葬 で 、 人 口 減 少 に 歯 止 め が か か ら な い 地 方 都 市 で も 合 葬 墓 の 建

設 が 起 き て い る 背 景 に 、 こ う し た 墓 じ ま い 需 要 が あ る と 考 え ら れ る 。  

ま た 2018 年 に 開 設 さ れ た 秋 田 市 平 和 公 園 内 の 合 葬 墓 で は 、申 し 込 み 希 望 者 が

殺 到 し 、予 定 の 1,500 体 が 即 日 で 埋 ま っ て し ま っ た た め 、2019 年 に は 新 た に 北

部 墓 地 に 合 葬 墓 を 設 置 し 、供 用 を 開 始 し て い る な ど 、こ の 10 年 間 で 一 気 に 、改

葬 先 と し て の 合 葬 墓 へ の ニ ー ズ が 高 ま っ て い る 。  

実 際 、厚 生 労 働 省『 衛 生 行 政 報 告 例 』に よ れ ば 、改 葬 件 数 は 2014 年 以 降 、急

増 し て い る（ 図 表 4）。無 縁 墓 の 片 付 け を 除 く と 、2000 年 に は 6.4 万 件 ほ ど だ っ

た 改 葬 件 数 は 、 2019 年 に は 12.4 万 件 に ま で 増 加 し て い る 。  

 

      図 表 ４  改 葬 件 数 の 年 次 推 移  

 

資 料 ： 厚 生 労 働 省 『 衛 生 行 政 報 告 例 』  
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い ま で こ そ 、 住 民 か ら の 要 望 を 受 け て 合 葬 墓 を 設 置 す る 自 治 体 が 相 次 い で い

る が 、1990 年 に 総 理 府 が 実 施 し た「 墓 地 に 関 す る 世 論 調 査 」で は 、共 同 参 拝 墓

地 を ど う 思 う か を 尋 ね た 質 問 で 、「 積 極 的 に 評 価 す る 」と し た 人 は 11.6％ し か お

ら ず 、「 墓 地 と し て ふ さ わ し く な い 」と 回 答 し た 人 が 42.6％ と 、当 時 は 、血 族 や

姻 族 以 外 の 者 と 入 る 共 同 墓 へ の 忌 避 観 は 根 強 く あ っ た 。  

こ う し た 共 同 墓 は 、 子 々 孫 々 で の 継 承 を 前 提 と し て い な い 点 が 特 徴 で 、 1990

年 以 降 、寺 院 で も 、日 蓮 宗 妙 光 寺 の「 安 穏 廟 」、高 野 山 真 言 宗 功 徳 院 東 京 別 院 の

「 す が も 平 和 霊 園 」、日 蓮 宗 常 寂 光 寺 の「 志 縁 廟 」な ど 、永 代 供 養 墓 と 呼 ば れ る

共 同 墓 が 次 々 と 建 設 さ れ て い っ た 。  

不 特 定 多 数 で は な く 、 同 じ 会 社 で 働 い た 社 縁 を 媒 介 と し た 共 同 墓 も あ る 。 必

ず し も 納 骨 を 伴 う と は 限 ら な い が 、高 度 成 長 期 に は 、企 業 の 創 業 者 、貢 献 し た 経

営 者 や 社 員 を 供 養 す る た め に 建 て ら れ た 。  

 

（ ２ ） 無 縁 墓 の 増 加  

一 方 、 改 葬 も 墓 じ ま い も さ れ ず 、 何 年 も お 参 り の 形 跡 の な い 無 縁 墓 の 増 加 が

社 会 問 題 と な っ て い る 。  

熊 本 県 人 吉 市 で は 、 2013 年 に 市 内 の 全 995 か 所 の 墓 地 を 調 査 し た と こ ろ 、 4

割 以 上 の お 墓 が 無 縁 化 し 、 な か に は 8 割 以 上 が 無 縁 墓 に な っ て い る 墓 地 が あ っ

た 。 高 松 市 で は 、 市 営 墓 地 30 か 所 を す べ て 調 査 し 、 2016 年 に 無 縁 墓 の 状 況 を

公 表 し て い る が 、全 体 で は 21.3％ が 無 縁 に な っ て い た が 、7 か 所 で 無 縁 化 率 が 3

割 を 超 え て い た 。 高 松 市 で は 早 く か ら 無 縁 墓 を 改 葬 し て い る た め 、 こ れ で も 、

1990 年 時 点 に 比 べ る と 無 縁 墓 の 割 合 は 減 少 し て い る 。  

無 縁 墓 の 増 加 は 過 疎 化 、 人 口 減 少 が 進 む 地 方 だ け の 問 題 で は な い 。 東 京 都 で

は 2000 年 以 降 、年 間 管 理 料 を 5 年 間 滞 納 し 、親 族 の 居 場 所 が 分 か ら な い 無 縁 墓

を 撤 去 し て い る が 、今 後 増 え る 無 縁 墓 対 策 と し て 、2012 年 に 無 縁 合 同 墓 を 新 た

に 整 備 し て い る 。川 崎 市 で も 2014 年 か ら 無 縁 墓 の 撤 去 を は じ め 、1 万 2,000 体

分 の 無 縁 合 同 墓 を 設 置 し て い る 。  

墓 地 の 管 理 者 は 、 一 定 の 手 続 き を 踏 め ば 無 縁 墓 を 撤 去 す る こ と が で き る が 、

そ の 費 用 は 墓 地 の 管 理 者 負 担 だ 。 し た が っ て 無 縁 墓 が 増 加 す れ ば 、 墓 地 の 景 観

が 悪 く な っ た り 、 年 間 管 理 料 収 入 が 減 少 し た り す る だ け で な く 、 撤 去 費 用 の 負

担 な ど 墓 地 の 運 営 に も 支 障 が 出 る 。 し か し 公 営 墓 地 を 運 営 し て い る 自 治 体 の な

か に は 、「 そ も そ も 年 間 管 理 料 を 取 っ て い な い の で 、ど れ が 無 縁 墓 な の か 、把 握

で き な い 」「 無 縁 墓 を 撤 去 し て も 人 口 減 少 で 次 に 建 て た い 人 が い な い た め 、無 縁
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墓 の 認 定 費 用 や 撤 去 費 用 が 負 担 に な る 」 な ど の 理 由 で 、 無 縁 墓 を 放 置 し て い る

市 町 村 が 散 見 さ れ る 。  

そ れ で は な ぜ 、無 縁 墓 が 増 加 す る の だ ろ う か 。一 つ に は 、生 ま れ た 場 所 で 一 生

を 終 え る 人 が 少 な く な っ て い る こ と が 挙 げ ら れ る 。子 々 孫 々 で 継 承 す る 家 墓 は 、

墓 の あ る 地 で 子 孫 が 生 活 し て い く こ と を 前 提 と し な け れ ば 存 続 し な い 。 人 口 の

地 域 間 流 動 が 激 化 し 、 核 家 族 化 が 進 む と 、 子 孫 に と っ て は 住 ん だ こ と の な い 土

地 に 先 祖 の 墓 が あ る こ と に な る 。ま し て や 、そ の 墓 に 入 っ て い る 祖 父 母 は 、孫 に

と っ て は 一 緒 に 住 ん だ「 家 族 」で は な く 、「 親 戚 」だ 。祖 父 母 が 亡 く な っ て 十 数

年 も 経 過 す る と 、 わ ざ わ ざ 墓 参 り の た め だ け に 孫 世 代 が そ の 地 を 訪 れ る か ど う

か は 疑 わ し い 。  

そ も そ も 遺 族 が い な い 死 者 も 増 え て い る 。50 歳 時 点 で 一 度 も 結 婚 経 験 の な い

人 の 割 合 は 、 2015 年 に は 男 性 が 23.4％ 、 女 性 が 14.1％ だ っ た 。 1990 年 以 降 、

男 性 の 50 歳 時 の 未 婚 率 が 急 増 し て い る が 、 1990 年 に 50 歳 だ っ た 人 は 80 歳 を

超 え た 。 こ れ ま で 亡 く な っ た 男 性 の な か で 一 度 も 結 婚 し た こ と が な か っ た 人 は

ほ と ん ど い な か っ た が 、 生 涯 未 婚 の 男 性 が ど ん ど ん 亡 く な っ て い く 社 会 が ま も

な く 到 来 す る の だ 。  

そ の た め 、 こ れ か ら の 墓 地 政 策 は 、 増 加 す る 無 縁 墓 の ス ク ラ ッ プ ＆ ビ ル ド を

考 え る よ り も 、い か に 無 縁 墓 を 増 や さ な い か を 考 え る べ き で あ ろ う 。例 え ば 、継

承 者 が い る 限 り 使 用 で き る と い う「 永 代 使 用 」で は な く 、使 用 期 限 を 30 年 な ど

と す る 期 限 更 新 型 で あ れ ば 、家 族 の 有 無 に 関 わ ら ず 、住 民 が 公 平 に 墓 を 持 て る 。

フ ラ ン ス や ド イ ツ を は じ め と す る 多 く の 欧 州 で は こ の 方 法 を 採 用 し て い る 。 前

出 の 共 同 墓 も 、 無 縁 化 し な い 一 つ の あ り 方 だ 。  

ど ん な 人 も 自 立 で き な く な っ た ら 、 誰 か の 手 を 借 り な け れ ば な ら な い 。 し か

し 、 家 族 が い て も 高 齢 で 頼 れ な い 人 、 別 居 す る 子 ど も に 迷 惑 を か け た く な い と

考 え る 人 、 あ る い は 頼 れ る 家 族 や 親 族 が そ も そ も い な い 人 た ち の 急 増 で 、 無 縁

遺 骨 の 増 加 が 昨 今 、 ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ て い る 。  

引 き 取 り 手 の な い 遺 骨 は こ こ 20 年 間 、各 自 治 体 で 急 増 し て い る 。し か も 身 元

が 分 か ら な い 行 旅 死 亡 人（ 本 人 の 氏 名 、本 籍 地・住 所 な ど が 判 明 せ ず 、か つ 遺 体

の 引 き 取 り 手 が 存 在 し な い 行 き 倒 れ た 死 者 ）で は な く 、多 く の 遺 骨 は 、身 元 が 判

明 し 、 親 族 も 分 か っ て い る 点 が 、 昨 今 の 傾 向 だ 。  

自 治 体 が 引 き 受 け る 遺 骨 が 全 国 で 最 も 多 い 大 阪 市 で は 、 2018 年 度 に は 2,688

体 が 公 営 の 無 縁 堂 に 安 置 さ れ た が 、 こ の う ち 、 身 元 が 分 か ら な い 行 旅 死 亡 人 は

50 人 も い な い 。 無 縁 遺 骨 の 割 合 は 大 阪 市 内 で 亡 く な っ た 人 の 8.3％ 、 つ ま り 12
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人 に 1 人 は 無 縁 堂 に 安 置 さ れ て い る 計 算 と な る 。2018 年 度 は 無 縁 遺 骨 の 9 割 に

当 た る 2,416 体 が 生 前 に 生 活 保 護 を 受 け て い た が 、 た と え 経 済 的 に 余 裕 が あ っ

て も 、既 婚 者 で あ っ て も 、親 族 と の 関 係 が 疎 遠 だ っ た た め に 、死 後 に 無 縁 遺 骨 と

な る ケ ー ス は 珍 し く な い。 

      
写真２  那覇市内の寺院に安置されている   写真３  横須賀市役所内に仮保管された  

無縁遺骨（ 2020 年撮影）           無縁遺骨（ 2018 年撮影）  

 

（ ３ ） 廉 価 な 墓 の 増 加  

ロ ッ カ ー 式 の 納 骨 堂 は 、 本 州 や 四 国 で は 、 お 墓 を 建 て る ま で の 一 時 的 な 安 置

施 設 と し て 利 用 さ れ る こ と が 多 か っ た が 、 最 近 で は 、 家 墓 と し て 納 骨 堂 を 利 用

す る 人 が 増 え て い る 。厚 生 労 働 省『 衛 生 行 政 報 告 例 』に よ れ ば 、東 京 都 で は 納 骨

堂 は 2000 年 度 に は 287 施 設 あ っ た が 、2005 年 度 に は 310 施 設 、2010 年 度 に は

347 施 設 、 2019 年 度 に は 436 施 設 に ま で 増 加 し て お り 、 こ こ 10 年 間 の 増 加 数

が 特 に 大 き い 。 東 京 で は 、 広 大 な 用 地 の 確 保 は 難 し い こ と 、 仮 に 土 地 が あ っ て

も 、 近 隣 住 民 か ら の 反 対 が 根 強 い こ と か ら 、 新 た に 墓 地 を 造 成 す る の は 現 実 的

で は な い 。そ れ に 比 べ 、ビ ル 型 の 室 内 納 骨 堂 は 狭 小 地 で も 建 設 で き る た め 、増 加

傾 向 に あ る 。  

さ ら に 、墓 石 を 建 て る お 墓 よ り 、納 骨 堂 の 方 が 廉 価 な う え 、お 参 り し や す い 交

通 至 便 な 場 所 に あ る こ と が 多 く 、 墓 掃 除 も 不 要 で あ る 点 が 支 持 さ れ て い る と 考

え ら れ る 。  

ま た 区 画 の 狭 小 化 も 進 ん で い る 。1990 年 代 初 頭 で は 、首 都 圏 の 民 営 墓 地 で 売

り 出 さ れ て い た 一 般 的 な 区 画 は 3 ㎡ だ っ た が 、2000 年 頃 に は 2 ㎡ の 区 画 が 中 心

に な り 、 最 近 で は 1.5 ㎡ に 満 た な い 区 画 が 目 立 っ て い る 。 千 葉 県 内 の 多 く の 自

治 体 で は 、民 営 墓 地 で あ っ て も「 1 区 画 当 た り の 面 積 は 、1.5 ㎡ 以 上 で あ る こ と 」

と い う 条 例 を 定 め て い る が 、首 都 圏 の 大 都 市 部 で は 、1 ㎡ 未 満 の 区 画 は 珍 し く な
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い 。  

  
写真 4 大田区の寺院内「樹木葬墓地」  写真 5 豊島区の寺院内「室内墓地」  

                         （いずれも 2019 年撮影）  

 

こ れ が 地 方 都 市 に も 波 及 し て お り 、例 え ば 沖 縄 で は 、亀 甲 墓 や 破 風 墓 な ど の 個 人

所 有 の 門 中 墓 が 伝 統 的 に 多 か っ た が 、個 人 所 有 が 禁 止 さ れ た り 、都 市 開 発 な ど で 墓

じ ま い が 進 み 、新 規 の 建 立 だ け で な く 、改 葬 先 と し て も 小 さ な 個 人 墓 や 家 墓 、合 葬

墓 の ニ ー ズ が 高 ま っ て い る 。  

  

写真 6 南城市の民営墓地          写真 7 中城村の民営墓地  

                         （いずれも 2020 年撮影）  

 

一 方 、お 墓 に 納 骨 せ ず 、海 な ど に 散 骨 す る 方 法 を 望 む 人 も い る 。法 律 で は 墓 地

以 外 で の 埋 蔵 は 禁 じ ら れ て い る が 、 散 骨 は 遺 骨 を 撒 く の で あ っ て 、 埋 蔵 で は な
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い た め 、 違 法 で は な い と さ れ て い る 。  

し か し 日 本 に は 散 骨 に 関 す る ル ー ル は な く 、 散 骨 す る 人 の モ ラ ル や 業 者 の 自

主 規 制 に 任 さ れ て い る の が 現 状 だ 。2005 年 に は 、北 海 道 の 長 沼 町 で 、散 骨 を 請

け 負 う 団 体 と 住 民 と の 間 で ト ラ ブ ル が 起 き 、 墓 地 以 外 に 人 骨 を 撒 く こ と を 禁 じ

た「 さ わ や か 環 境 づ く り 条 例 」が 施 行 さ れ た 。現 在 、北 海 道 岩 見 沢 市 、宮 城 県 松

島 町 、埼 玉 県 秩 父 市 で 散 骨 が 規 制 さ れ て い る ほ か 、北 海 道 七 飯 町 、御 殿 場 市 、熱

海 市 、伊 東 市 、湯 河 原 町 、諏 訪 市 、埼 玉 県 本 庄 市 で は 、散 骨 業 者 に 対 す る 指 針 が

出 さ れ て い る 。  

  

４ ． 死 後 の 共 同 性 の 動 き  

2000 年 以 降 、高 齢 世 帯 の 核 家 族 化 、死 亡 年 齢 の 高 齢 化 に 拍 車 が か か り 、墓 の

あ り 方 や ニ ー ズ が 急 激 に 変 化 し て い る こ と を み て き た が 、 本 章 で は 、 生 前 か ら

つ な が り の あ る 集 団 に よ る 合 葬 墓 に 着 目 し 、 墓 が 死 後 の 共 同 性 と な り う る 可 能

性 に つ い て 考 察 し て い く 。  

こ の 10 年 間 、合 葬 墓 を 設 置 す る 自 治 体 が 増 加 し て い る こ と は 前 述 し た が 、そ

の 運 営 主 体 は 自 治 体 だ け で な く 、市 民 団 体 、寺 院 や 教 会 等 の 宗 教 施 設 の ほ か 、老

人 ホ ー ム な ど の 高 齢 者 施 設 も 出 て き て い る 。 血 縁 を 超 え た 人 た ち で 入 る こ う し

た 共 同 墓 は 、 子 々 孫 々 で の 継 承 を 前 提 と し な い 点 が 特 徴 だ 。 寺 院 が 運 営 す る 共

同 墓 は 永 代 供 養 墓 と 呼 ば れ 、 寺 院 が 子 孫 に 代 わ っ て 、 故 人 の 供 養 や お 墓 の 維 持

管 理 を す る 。 共 同 墓 を 運 営 す る 市 民 団 体 の な か に は 、 生 前 に 契 約 し た 人 た ち 同

士 で 定 期 的 に 親 睦 会 を 催 し た り 、 共 同 墓 参 を し た り す る と こ ろ も あ る 。  

 

（ １ ）  兵 庫 県 高 齢 者 生 活 協 同 組 合 の 取 り 組 み  

 1999 年 に 設 立 さ れ た 兵 庫 県 高 齢 者 生 活 協 同 組 合 は 、兵 庫 県 全 域 で 5,500 人 程

度 の 会 員 を 抱 え て い る 。「 ひ と り ぼ っ ち の 高 齢 者 を な く そ う 」「 寝 た き り に な ら

な い 、さ せ な い 」を 理 念 に 、地 域 や 会 員 相 互 の 助 け 合 い の 仕 組 み を 模 索 し て き た

が 、 2010 年 頃 に 、 死 後 も 支 え あ い た い と い う ニ ー ズ が 高 ま っ た 。  

2014 年 に 民 営 の 神 戸 平 和 霊 苑 の 一 角 に 共 同 墓「 永 遠 」を 建 立 し た が 、2021 年

2 月 現 在 で 、す で に 納 骨 さ れ た の は 68 体 あ り 、生 前 契 約 は 98 人 い る（ 写 真 8）。

こ こ に は 192 体 ま で の 納 骨 ス ペ ー ス し か な い の で 、 早 晩 、 満 杯 に な る こ と が 予

想 さ れ る 。  

神 戸 平 和 霊 苑 の 共 同 墓 が 建 立 さ れ る と 、「 神 戸 の 東 部 に も 共 同 墓 を 」と い う 会

員 の 声 が あ が り 、 2017 年 に は 市 内 の 住 吉 霊 園 に も 共 同 墓 「 永 遠 」 を 設 置 し た 。
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2021 年 2 月 現 在 で 、 納 骨 は 14 体 、 生 前 契 約 は 18 人 と な っ て い る 。  

     
写真 8 神戸平和霊苑内の共同墓      写真 9 神戸市の住吉霊園内の共同墓  

（2018 年撮影）             （ 2019 年撮影）  

 

 こ の 共 同 墓 の 特 徴 は 、「 永 遠 の 会 」と い う 会 員 組 織 が あ る こ と だ 。死 後 に 共 同

墓 に 入 り た い と い う 生 前 契 約 者 が 増 加 し た こ と が 背 景 に あ る 。 契 約 者 や 遺 族 を

結 ぶ 会 と し て「 永 遠 の 会 」で は 、毎 年 1 月 は 新 年 昼 食 会 、4 月 第 二 日 曜 日 は 共 同

献 花・永 代 供 養 祭（ 納 骨 式 ）、6 月 は 昼 食 会 、9 月 は 秋 彼 岸 共 同 墓 参 会 を 開 催 し 、

会 員 同 士 の 親 睦 を 図 っ て い る 。  

 兵 庫 県 高 齢 者 生 活 協 同 組 合 で は 、オ リ ジ ナ ル の「 私 だ け の エ ン デ ィ ン グ メ モ 」

を 作 成 し て い る ほ か 、 司 法 書 士 や 弁 護 士 、 葬 儀 社 に よ る 終 活 セ ミ ナ ー に も 力 を

入 れ て い る 。  

 こ う し た 取 り 組 み は 、2014 年 設 立 の 京 都 高 齢 者 生 活 協 同 組 合 く ら し コ ー プ で

も 始 ま っ て お り 、共 同 墓 も 建 立 し て い る 。高 齢 者 生 協 は そ の 特 性 上 、も と も と 同

好 会 や 文 化 活 動 に 力 を 入 れ 、 高 齢 者 が 孤 立 し な い よ う 、 さ ま ざ ま な 仕 掛 け を し

て お り 、 会 員 同 士 の 交 流 が あ る た め 、 共 同 墓 運 営 の ニ ー ズ が 出 や す い と 考 え ら

れ る 。  
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写真 10 京都高齢者生協の共同墓  

（ ２ ）  高 齢 者 施 設  

 高 齢 者 施 設 で も 、共 同 墓 を 建 立 す る 動 き が あ る 。介 護 付 有 料 老 人 ホ ー ム「 宝 塚

エ デ ン の 園 」 は 2010 年 に 、 兵 庫 県 宝 塚 市 の 市 営 墓 地 に 共 同 墓 を 建 立 し た ほ か 、

2012 年 に は 伊 豆 市 に あ る 有 料 老 人 ホ ー ム 「 ラ イ フ ハ ウ ス 友 だ ち 村 」、 神 戸 市 の

サ ー ビ ス 付 き 高 齢 者 向 け 住 宅 「 ゆ い ま ～ る 伊 川 谷 」 は 民 営 墓 地 に 共 同 墓 を 建 て

て い る 。  

 宝 塚 エ デ ン の 園 を 運 営 す る 社 会 福 祉 法 人 聖 隷 福 祉 事 業 団 で は 、 全 国 で 展 開 す

る ８ か 所 の 有 料 老 人 ホ ー ム の う ち 、 7 か 所 で 共 同 墓 を 設 置 し て い る 。  

こ う し た 施 設 で は 、年 に １ 、2 回 の 合 同 慰 霊 祭 を お こ な っ て お り 、希 望 す る 入

居 者 に と っ て は 、 墓 参 を 兼 ね た 外 出 の 機 会 と な っ て い る 。  

 

   
写真 11 高齢者住宅の共同墓の慰霊祭の様子（ 2013 年撮影）  

 

そ こ で 、サ ー ビ ス 付 き 高 齢 者 向 け 住 宅「 ゆ い ま ー る 那 須 」に お け る「 生 の 共 同
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性 」と 、居 住 者 で 運 営 す る 共 同 墓 が も た ら す「 死 の 共 同 性 」の 関 連 に つ い て 概 観

す る 。 ゆ い ま ー る 那 須 は 2010 年 に 第 一 期 、 2012 年 に は 第 二 期 工 事 が 完 了 し 、

70 戸 全 棟 が オ ー プ ン し た 。事 業 主 体 は 、全 国 で 高 齢 者 向 け 住 宅 を 企 画 し て い る

株 式 会 社 コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ ト で 、2007 年 に 開 設 に 向 け た 実 行 委 員 会 を 立 ち 上 げ 、

入 居 希 望 者 か ら 要 望 を 聞 い て 、 施 設 の 設 計 や サ ー ビ ス 内 容 に 反 映 さ せ た 。  

一 戸 の 広 さ は 33 ㎡ か ら 66 ㎡ で 、 約 1,200 万 円 ～ 2,500 万 円 の 家 賃 を 一 括 し

て 前 払 い す れ ば 生 涯 居 住 で き る 。 15 年 以 内 に 退 去 、解 約 す る 場 合 に は 、 経 過 し

た 月 数 に 応 じ て 家 賃 一 括 前 払 い 金 は 返 還 さ れ る 。家 賃 以 外 に は 、月 額 3 万 円 ～ 5

万 円 の サ ポ ー ト 費 や 食 費 、 光 熱 費 な ど が か か る が 、 常 駐 ス タ ッ フ が 日 常 生 活 の

相 談 に 応 じ る ほ か 、 敷 地 内 に は 、 外 部 の 会 社 が 運 営 す る デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

が あ り 、 住 み 慣 れ た 敷 地 内 で 介 護 を 受 け る こ と で き る 。 連 携 す る 医 療 機 関 も あ

る 。  

居 住 者 同 士 が 緩 や か な つ な が り が 持 て る よ う 、70 戸 で 一 つ の コ ミ ュ ニ テ ィ を

形 成 す る の で は な く 、 12 戸 か ら 18 戸 ず つ の ユ ニ ッ ト が 5 棟 配 置 さ れ て い る 長

屋 の よ う に 居 住 部 屋 が 配 置 さ れ 、 各 住 戸 は 中 庭 に 向 か い 、 お 互 い の 気 配 を さ り

げ な く 感 じ ら れ る よ う に な っ て い る が 、 そ れ ぞ れ の 部 屋 は 完 全 に プ ラ イ バ シ ー

が 保 た れ て い る 。そ の ほ か 、食 堂 、図 書 室 、音 楽 室 な ど の 共 用 室 や デ イ ル ー ム が

あ り 、 ほ ぼ 毎 日 、 ヨ ガ や 体 操 、 合 唱 、 書 道 な ど の サ ー ク ル が 行 わ れ て い る 。  

ゆ い ま ー る 那 須 の も う 一 つ の 特 徴 は 、 働 き な が ら 暮 ら す と い う コ ン セ プ ト で

あ る 。庭 の 整 備 、隣 接 す る 牧 場 の え さ や り 、食 堂 で 調 理 を し た り 、皿 洗 い を し た

り す る の も 居 住 者 だ と い う 。 昼 と 夜 の 一 日 二 食 を 食 堂 で と っ た 場 合 、 一 か 月 の

食 費 は 一 人 当 た り 4 万 円 だ が 、 ラ ン チ は 540 円 、 夕 食 は 760 円 に 設 定 さ れ て お

り 、一 日 だ け 、一 食 だ け 食 堂 で 、と い う 選 択 も で き る 。毎 週 土 曜 日 は「 ゆ い ま ー

る 居 酒 屋 」 と な り 、 地 域 の 人 た ち も 立 ち 寄 る 。  

数 年 前 、入 居 者 か ら「 死 後 も み ん な 一 緒 に い た い 」と い う 声 が あ が り 、車 で 15

分 ほ ど に あ る 共 同 墓 を ゆ い ま ー る 那 須 が 契 約 し た 。 ま だ 亡 く な っ た 人 は い な い

た め 、慰 霊 祭 な ど の イ ベ ン ト は な い が 、ペ ッ ト の 犬 と 一 緒 に 入 り た い と 、犬 の 遺

骨 を 自 室 に 安 置 し て い る 高 齢 女 性 も い た 。  
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写真 12 ゆいまーる那須の居住棟概観     写真 13 掲示板  

 

写真 14 ゆいまーる食堂での夕食    写真 15 ゆいまーる那須の共同墓  

 

（ ３ ）「 墓 は 不 要 」 論 へ の 諸 外 国 の 動 き  

ラ イ フ ス タ イ ル や 家 族 関 係 が 多 様 化 す る な か 、 子 々 孫 々 で お 墓 を 継 承 す る こ

と が 不 可 能 な 時 代 に な り つ つ あ る こ と は 自 明 だ 。一 方 で 、こ こ 10 年 ほ ど で 、行

政 主 導 の 合 葬 墓 や 寺 院 の 永 代 供 養 墓 が 続 々 と 登 場 し て い る 。し か し そ の 多 く は 、

血 縁 を 超 え た 人 た ち の 遺 骨 を 一 か 所 に 安 置 す る と い う 安 置 形 態 の 一 つ の 提 案 に

過 ぎ な い 。  

し か し 、墓 が 遺 骨 の 安 置 場 所 と し て の 機 能 し か 持 た な い な ら 、「 墓 は 不 要 」と

い う 風 潮 は 強 く な る だ ろ う 。 な ぜ な ら 、 諸 外 国 で は す で に 遺 骨 や 遺 体 を 残 さ な

い 方 法 が 研 究 さ れ て お り 、 安 置 場 所 と し て の 墓 の か た ち は 大 き く 変 わ っ て く る

と 予 測 さ れ る か ら で あ る 。  

ス ウ ェ ー デ ン の プ ロ メ ッ サ・オ ー ガ ニ ッ ク 社（ Promessa Organic）で は 、遺 体

を マ イ ナ ス 196 度 の 液 体 窒 素 に 浸 し て 冷 凍 し 、 粉 状 に し た も の を フ リ ー ズ ド ラ

イ に し 、 土 の 浅 い 部 分 に 埋 葬 す る 「 プ ロ メ ッ シ ョ ン 」 と い う 埋 葬 法 を 生 み 出 し

た 。 一 年 程 度 で 腐 敗 土 に な る と い う が 、 火 葬 に も 土 葬 に も 当 て は ま ら な い 葬 法

で あ る こ と か ら 、実 用 化 に は 至 っ て い な い 。NFDA（ 全 米 葬 祭 業 者 協 会 ）の 2019
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年 調 査 に よ れ ば 、 調 査 対 象 者 の 51.6％ が 、 自 然 に 優 し い グ リ ー ン フ ュ ー ネ ラ ル

に 関 心 を 持 っ て お り 、48.0％ は 、火 葬 し た 自 身 の 遺 骨 を 散 骨 し て も ら い た い と 回

答 し て い る 。プ ロ メ ッ サ・オ ー ガ ニ ッ ク 社 の 公 式 パ ー ト ナ ー は 、オ ラ ン ダ 、ド イ

ツ 、ア メ リ カ 、韓 国 に も あ り 、数 年 以 内 に は 、環 境 に 優 し い 新 た な 葬 法 と し て 導

入 さ れ る 可 能 性 は 低 く は な い 。  

  ア メ リ カ で は す で に 、遺 体 の コ ン ポ ス ト 化 が 実 用 化 さ れ て い る 。ワ シ ン ト ン

州 に あ る リ コ ン ポ ー ズ 社（ Recompose）で は 、シ ア ト ル 南 部 の 土 地 で 、遺 体 を

コ ン ポ ス ト に す る「 ナ チ ュ ラ ル・オ ー ガ ニ ッ ク・リ ダ ク シ ョ ン 」と い う 葬 法 を

提 供 し て い る 。 費 用 は 5,500 ド ル だ が 、 US Funerals online に よ れ ば 火 葬 費 用

の 平 均 は 4,000 ド ル か ら 7,000 ド ル な の で 、高 い わ け で は な い 。2020 年 に は ワ

シ ン ト ン 州 で 、2021 年 に は コ ロ ラ ド 州 で 、遺 体 の コ ン ポ ス ト 化 が 正 式 な 葬 法 と

し て 法 制 化 さ れ て お り 、 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 や オ レ ゴ ン 州 な ど 19 州 で 法 制 化 に

向 け た 議 論 が 進 ん で い る 。リ コ ン ポ ー ズ 社 で は 、2021 年 中 に 、遺 族 た ち を 招 い

て コ ン ポ ス ト 土 壌 を 山 へ 還 す 計 画 を 立 て て い る 。  

 ま た 台 湾 内 政 部 の 発 表 に よ れ ば 、 2009 年 に は 1,442 件 だ っ た 自 然 葬 が 2018

年 に は 10,941 件 に ま で 増 加 し た 。国 土 が 狭 い 台 湾 で は 、土 地 資 源 の 節 約 だ け で

な く 、環 境 保 護 に 配 慮 し た 葬 法「 環 保 自 然 葬 法 」と し て 、ノ ー 建 墓 、ノ ー 墓 石 、

ノ ー 記 名 を 条 件 と す る 樹 葬（ 墓 地 内 で の 樹 木 葬 ）、花 葬（ 墓 地 内 で の 花 葬 ）、海 葬

（ 海 洋 散 骨 ）、植 存（ 墓 地 外 で の 樹 木・芝 散 骨 ）、灑 葬（ 墓 地 内 散 骨 ）を 提 案 し て

い る 。 納 骨 を す る 樹 葬 や 花 葬 で あ っ て も 、 コ ー ン ス タ ー チ を 原 料 と す る 土 に 溶

け る 箱 に 遺 灰 を 入 れ る こ と を 義 務 付 け る な ど 、 遺 骨 を 残 さ な い 、 墓 を 作 ら な い

方 針 を 内 政 部 が 積 極 的 に 推 奨 し て い る 。  

 こ う し た 諸 外 国 で の 動 向 は 日 本 に と っ て も 人 ご と で は な い 。前 述 し た よ う に 、

墓 が 遺 骨 の 安 置 場 所 と し て の 機 能 し か 持 た な い の で あ れ ば 、 国 民 の 意 識 が 遺 骨

を 残 さ な い 方 向 へ 動 く の は 必 然 だ か ら で あ る 。  

 

（ ４ ） 死 後 の 共 同 性  

そ れ で は 、本 稿 で も 紹 介 し た よ う に 、高 齢 者 団 体 や 高 齢 者 施 設 で 聞 か れ る「 死

ん だ 後 も 一 緒 に い た い 」 と い う 死 後 の 共 同 性 は 、 ど の よ う に 保 証 す る こ と が で

き る だ ろ う か 。メ デ ィ ア で は 、死 後 同 じ 共 同 墓 に 入 る 人 た ち を「 墓 友 」と 称 す る

向 き も あ る が 、共 同 性 と 呼 べ る コ ミ ュ ニ テ ィ の 構 成 員 が「 同 じ 墓 に 入 り た い 」と

考 え る の で あ っ て 、同 じ 墓 を 生 前 契 約 し た「 墓 友 」た ち が 、生 前 に コ ミ ュ ニ テ ィ

を 形 成 で き る か 、と い う の は 疑 わ し い 。そ も そ も 、諸 外 国 の よ う に 遺 骨 を 残 さ な
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い 方 向 に 世 論 が 進 む の で あ れ ば 、 共 同 墓 も 不 要 に な る 。  

墓 は 、 遺 骨 の 安 置 場 所 以 外 に 、 遺 さ れ た 人 が 死 者 と 対 峙 す る 場 所 と い う 機 能

が あ る が 、 死 後 の 共 同 性 は 、 死 者 同 士 が 死 後 に 共 同 性 を 形 成 す る こ と は 不 可 能

で あ る 以 上 、 遺 さ れ た 人 た ち が 保 証 す る し か な い 。 つ ま り 遺 さ れ た 人 た ち の 共

同 性 が 、 死 後 の 共 同 性 と 連 動 す る こ と で し か 、 死 に ゆ く 人 に 対 し て 死 後 の 安 心

を 与 え ら れ な い の で は な い だ ろ う か 。こ れ ま で の「 イ エ 」や「 家 族 」、「 地 域 」は

ま さ し く 、生 の 共 同 体 で あ り 、そ れ が 死 後 の 共 同 性 で も あ っ た 。そ の 意 味 で 、ゆ

い ま ー る 那 須 の よ う に 、 新 し い 生 の 共 同 性 の 構 築 が 、 死 後 の 共 同 性 の 保 証 に つ

な が る 可 能 性 が あ る の で は な い か と 思 わ れ る 。 そ の 意 味 で は 、 コ ー ポ ラ テ ィ ブ

ハ ウ ス や シ ニ ア 住 宅 の よ う な 新 た な 居 住 ス タ イ ル が 、 死 後 の 共 同 性 を ど う 保 証

す る か と い う 新 た な 課 題 も 見 え て く る 。  

  


